
――
こ
れ
ま
で
緑
区
医
師

会
が
歩
ん
で
き
た
50
年
を
振

り
返
っ
て
頂
き
ま
す
。

「
昨
年
、
我
が
緑
区
医
師

会
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
創
立

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
ひ
と
え
に
現
会
員
や
多

く
の
先
輩
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
研
鑽
に
よ
っ
て
成
し
遂

げ
ら
れ
た
偉
業
で
あ
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

昭
和
40
年
代
、
横
浜
市
北

部
で
は
人
口
増
加
が
著
し
く

44
年
に
港
北
区
か
ら
分
区
さ

れ
る
形
で
緑
区
が
誕
生
。
ま

た
、
平
成
６
年
の
行
政
区
再

編
に
よ
っ
て
緑
区
か
ら
青
葉

区
、
都
筑
区
（
旧
港
北
区
の

一
部
を
含
む
）
が
生
ま
れ
、

現
在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

緑
区
医
師
会
は
、
区
の
誕
生

の
２
年
後
の
46
年
に
創
立
さ

れ
ま
し
た
。
52
年
に
は
社
団

法
人
横
浜
市
緑
区
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、

平
成
７
年
に
現
在
の
場
所
に

緑
区
医
師
会
館
、
休
日
急
患

診
療
所
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
は
行
政
区
再
編
後

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
員

数
が
３
０
０
人
か
ら
80
人
ま

で
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
平
成
10
年
に

緑
区
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

14
年
に
は
緑
区
医
師
会
居
宅

支
援
セ
ン
タ
ー
、
27
年
に
は

緑
区
在
宅
医
療
相
談
室
が
開

設
さ
れ
、
地
域
医
療
に
重
き

を
置
い
た
組
織
作
り
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
」

――
急
速
に
進
む
高
齢
化

へ
の
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
化
が
進
み
、
独
居

の
高
齢
者
が
今
後
ま
す
ま
す

増
え
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
我
々
緑
区
医
師
会

で
は
、
要
介
護
認
定
者
・
在

宅
医
療
対
象
者
・
認
知
症
の

高
齢
者
な
ど
が
増
加
す
る
い

わ
ゆ
る
『
２
０
２
５
年
問

題
』
に
対
応
す
る
た
め
、
行

政
や
各
地
区
の
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
健

康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た

市
民
公
開
講
座
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

参
加
を
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
し
て
は
、
第
４
回
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

会
員
の
医
療
機
関
や
休
日
急

患
診
療
所
で
は
発
熱
外
来
を

開
設
す
る
な
ど
し
て
早
期
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
療
養

者
の
う
ち
悪
化
の
リ
ス
ク
が

あ
る
方
、
悪
化
が
疑
わ
れ
る

方
に
つ
い
て
、
医
師
が
電
話

や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
診
療
を
行

い
症
状
を
確
認
す
る
地
域
療

養
の
『
神
奈
川
モ
デ
ル
』
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
日
以
外
（
日
曜
・
祝
日
・

年
末
年
始
）
の
急
な
発
熱
や

体
調
不
良
の
際
は
、
緑
区
休

日
急
患
診
療
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
救
急

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
『
今

す
ぐ
受
診
す
べ
き
か
、
救
急

車
を
呼
ぶ
べ
き
か
』
の
電
話

相
談
が
可
能
で
す
（
＃
７
１

１
９
ま
た
は
☎
０
４
５
・
２

３
２
・
７
１
１
９
）
」

――
今
後
の
緑
区
医
師
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
を

伺
い
ま
す
。

「
緑
区
医
師
会
で
は
、
災

害
時
に
備
え
た
支
援
体
制
を

強
化
し
ま
す
。
発
災
時
に

は
、
地
域
の
医
師
・
看
護

師
・
薬
剤
師
な
ど
で
編
成
す

る
『
医
療
救
護
隊
』
が
、
地

域
防
災
拠
点
や
避
難
所
な
ど

を
巡
回
し
、
軽
症
者
に
対
し

て
診
療
を
行
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
は
１
４
７

名
。
市
内
18
区
で
見
る
と
少

な
い
で
す
が
、
徐
々
に
会
員

数
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
緑
区
医
師
会
は
住

民
の
皆
様
が
気
楽
に
相
談
で

き
、
頼
り
に
し
て
頂
け
る
開

か
れ
た
医
師
会
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
医
師
会

員
・
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な

り
、
地
域
の
住
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
関
係

各
位
や
市
民
の
皆
様
、
ご
協

力
・
ご
理
解
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

50年の歩みを振り返る
会長インタビュー

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
設
立
の
緑
区
医
師
会
は
昨
年
50
周
年
の
節
目
を
迎

え
た
。
こ
れ
ま
で
の
50
年
の
振
り
返
り
に
加
え
て
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、
今
後
の
緑
区
医
師
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
柴
田
宏
明
会
長
に
話
を
聞
い
た
。

緑区医師会

休日急患診療所

☎045-937-2300

■診療日 日曜・祝日・年末年始
■診療時間 10：00～16：00
日曜・祝祭日の急な体調変化の際にはご利
用ください。
感染対策を実施しています。受診をご希望
の場合は事前にお電話でご相談ください。

訪問看護ステーション

☎045-935-6760

住み慣れた地域やご家庭でその
人らしい生活を送れるように、
看護師やリハビリスタッフが自
宅へお伺いして、必要な支援を
行います。

居宅支援センター

☎045-935-6761

介護サービスを受けるために必要な
「要介護認定」の申請代行や、居宅
サービス計画書（ケアプラン）作成依
頼の窓口です。自宅での生活が続け
られるプランを、ご利用者様、ご家族
様と一緒に考えます。

在宅医療相談室

☎045-937-2303

介護支援専門員の資格を持つ看
護師が、退院後の療養や往診医
師、訪問看護、訪問リハビリをは
じめ、在宅医療に関する様々な
相談を受け付けています。

昭和46年 緑区医師会 設立
昭和52年 社団法人横浜市緑区メディカルセンター 開設
平成 6 年 横浜市の行政区再編成により旧緑区は青葉区・

 都筑区・緑区に分区される
平成 7 年 新・緑区医師会 誕生

 緑区休日急患診療所 開設
平成10年 緑区メディカルセンター訪問看護ステーション 開設
平成14年 緑区医師会居宅支援センター 開設
平成25年 一般社団法人横浜市緑区医師会 設立

緑区中山3-16-2☎045-937-2300 住

スタッフ募集中
土・日・祝休み、9時～17時の勤務な
ので働きやすい職場です。

訪問看護師・理学療法士、
作業療法士
正 パ

正 パ

月給290,000円より

月給235,000円より

訪問1件4,000円より

時給1,600円より
ケアマネジャー

中山駅北第一公園

●静岡銀行

高周波前

恩田川

中原街道

中山橋

緑区医師会館中山駅

北口

JR横浜線

緑区医師会
事業紹介

健康づくり講演会

体操教室

なんでも健康相談

医療救護隊訓練

毎年10月に県立四季の森公園で開催される緑区民まつ
りで健康相談を行っています。

災害時には医師・看護師・薬剤師等で構成される医療救護
隊を編成し、地域防災拠点を巡回します。地域防災拠点で
行われる防災訓練に参加し、模擬訓練を行ってきました。

緑区役所と協力し、市民講演会を開催してきました。

理学療法士による体操教室や
健康講座を開催しています。

柴
田
会
長


